
 

 

                              

                                       

 

 

 

 

     自治会の取り組み方の違い 

各自治会の資源回収に立ち会わせてもらうと、各自治

会の特徴が見えてきます。 

毎月自治会三役が出ている自治会、班ごとの当番制の

自治会、資源ステーションがあり、いつでも出すことが

でき、係がチェックしている自治会、身体の不自由なお

年寄りのお宅に伺い回収してくる自治会、また回収時間

もそれぞれ違いがあり工夫されています。 

しかし、時間外に出されるなどルールが守られていない

こともあるのが現状です。その中で、回覧板の利用、違

反ごみに迷惑シールをはりしばらく放置して置く等、ど

の自治体も知恵を出し合っています。 

混ぜればごみ、分ければ資源のように、私たちは生活の

中でのごみの出し方を見直す機会をたくさん持つこと

が大切だと思います。 

そして、回収に立ち会うことで、資源の大切さを伝え、

出し方について考えてもらうお手伝いをしている、ごみ

減量アドバイザーの役割は大きいと思います。 

地域の皆さん！アドバイザーに声をかけてください 

ごみ減量・処理方法等、ともに考え、知恵を出し合い、

ともに活動していきましょう。 

 

☆ このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行わ

れる催しをお知らせいたします。催し物がない日で

も、気楽にお出かけください。良い情報交換ができ

ると思います。 

★ 修理工房よりお知らせ 

包丁とぎ・・毎週水曜日 午後１時より午後３時まで 

一人１本(無料) 

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エ

コ文具の販売､ペットボトルからつくったネクタイ

の販売と、手づくりのリサイクル品、布ぞうり､袋

物､さき織り製品等の販売しています。 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年８月カレンダー 

1 木  

2 金 衣類回収日１０時〜１２時 

3 土 休館日 

4 日 休館日 

5 月  

6 火  

7 水  

8 木  

9 金  

10 土 休館日 

11 日 休館日 

12 月  

13 火 サポーター休み 

14 水 サポーター休み 

15 木 サポーター休み 

16 金 サポーター休み 

17 土 休館日 

18 日 休館日 

19 月  

20 火  

21 水  

22 木  

23 金  

24 土 休館日 

25 日 休館日 

26 月  

27 火  

28 水  

29 木  

30 金  

31 土 休館日 

エコ・ハウス 
（上田クリーンセンター内） 発行者 ｢エコ・サポート２１｣ 
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   ★ エコハウスでは、６月７日（金）、７月５日（金）に不要になった衣類の回収を行いました。 

   多くの市民の方が衣類を持ってこられ、「捨てるに捨てられず困っていました、利用しても 

らえて良かった！」と感謝して帰られる方が大変多く、サポーターも汗だくでしたが、回収 

を始めてよかったと思っています。『毎月第１金曜日』午前１０時〜午前１２時が回収日時です。 

ごみ減量のためにご協力をお願いいたします。 

 

 

ごみの分別・生ごみの堆肥化でごみ減量を！ 

 

家庭から出されたごみがどの様に処理をされているのか処

理施設を見学しました。プラスチックごみ、不燃物、資源物

と、まだまだしっかり分別出来ている状態ではありません。

やはり、各家庭に配布された「分別帳」を活用して、確認し

ながら分別することが大切だと思います。現場を見ると分別

が出来ていない物（プラごみの中に生ごみを入れてある等）

もあり、現場に係っている方々は、大変な思いで働いている

と思います。しっかり分別をお願いいたします。 

そして、燃やせるごみについては、さらに減量をお願いい

たします。焼却炉の老朽化により、新たな焼却施設建設に向

けていますが、まだ建設地が決定されません。なお一層のご

み減量が必至です。燃やせるごみの中で生ごみが一番焼却炉

に負担がかかります。ぜひ自家処理をお願いいたします。 

 私は、生ごみは畑に持っていき処理をしていましたが、冬

は畑で処理できないので、冬でも使える「ぱっくん」を使っ

てみました。段ボール箱にぱっくんを入れ、かごを台にして、

布でふたをします。生ごみは少し小さく切り、水切りをして

から、ぱっくんの中に入れてかき混ぜます。２〜３か月使う

と臭いもなく分解されます。あとは、土と混ぜ３か月位寝か

すと堆肥として使えます。土の無い方は、使い終わったらエ

コハウスへお持込みください。信州大学農場にて堆肥として

使われます。 

他に、コンポスター、電気式処理機などもあり、上田市の補

助金制度が適用されます。 

各家庭にあった生ごみ処理を、是非挑戦してください。 

 

 

 

 

体験コーナー 

★空き缶のリサイクル 

★牛乳パックのリサイクル 

少しの時間で作れる物が 

あります。 

 

生ごみの堆肥化とごみ減量 

わかりやすく、すぐ実行で

きるごみ減量法をアドバイ

スいたします。 

 

 

さあ！出かけましょう 

エコ・ハウスへ 
 

申し込み､問い合わせ先 

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神 3-11-31 ℡23－5144 

エコ・サポート 21 ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ecohouse/ 

http://www.city/



